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がん教育実施報告書 

学校名 福島県立会津支援学校 

実施対象者 

（学年・保護者など） 
第２学年 ２組～６組（５クラス） 

教育課程の位置づけ 
体育・保健体育   道 徳   学級活動・HR活動  講演会・行事 

その他（総合的な探究の時間） 

実 施 日 時 令和 ５ 年 １２ 月 １４ 日（木） １４：００ ～ １４：５０ 

打合せについて 
【１回目】方法：訪問（対面）内容：テーマの内容について 

【２回目】方法：訪問（対面）内容：内容確認、配慮事項などについて 

外部講師 職・氏名 職名 会津保健福祉事務所 保健技師 氏名 髙橋 海帆 

実 施 内 容 

【テーマ】「がんという病気」 

１ 講師紹介 

２ がんという病気 

・簡単なクイズを取り入れたり、資料を基にがんの仕組みやがんの原因

について説明されたりして、分かりやすかった。 

３ がんの発生と進行 

 

 

 

 

 

 

４ がんにならないためにできることは 

 

 

 

 

 

 

５ まとめ 

・がんを発症してもがんと向き合って日常生活を送り、治療を受けなが

ら勉強や仕事をしている人がいることを理解し、健康や命の大切さにつ

いて考えを深めることができた。 

成 果 等 

○事前にがんに対してのアンケートをとることで、がんという病気を知

っているが具体的な部分までは理解している生徒は少ないという実態の

確認ができた。保健技師からがんについて、資料を基に分かりやすく話

を聞くことで、生徒も最後まで関心をもって聞くことができた。また、

がんの基本的な知識を得ることができた。 

○外部講師を招くことで、生徒だけでなく教師も学ぶ良い機会であった。 

○打ち合わせ（対面）以外にもメールで細かくやりとりをし、資料の内

容についても十分に検討することができた。 

 

・生徒に発問しながら、誰にでも起こりう

る病気であることや細胞が分裂する全て

の臓器にがんができる可能性があるこ

と、がんの進行と自覚症状の現れ方の説

明があり、がんについて詳しく理解する

ことができた。 

・実際の生活を振り返ったり、成人になっ

た際に喫煙や飲酒をする、しないの選択や

がんになるリスクを減らすためにできる

こと、がん検診を受診したりすることの重

要性について話を聞くことができた。 

 


